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織
間
協
定
の
更
新
調
印
を
行

い
、
そ
の
後
日
系
企
業
３
社

を
訪
問
。
企
業
訪
問
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
社
会
の
変

容
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
と
の

更
新
調
停
式
は
５
日
、
同
研

究
所
で
行
わ
れ
た
。
２
０
１

２
年
の
協
定
締
結
以
来
、
両

者
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

定
例
研
究
会
の
開
催
を
重
ね

て
お
り
、
研
究
者
の
交
流
な

ど
も
進
め
て
い
る
が
、
今
後

も
人
事
交
流
や
研
究
交
流
を

活
発
に
行
う
こ
と
を
確
認
し

あ
っ
た
。

　
同
日
午
後
か
ら
企
業
訪
問

を
実
施
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ロ

ン
ビ
エ
ン
、
三
進
ベ
ト
ナ

　
本
学
は
３
月
20
日
、
鳥
取

県
・
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
定
住

機
構
と
就
職
支
援
の
た
め
の

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

　
学
生
の
鳥
取
県
内
へ
の
就

職
の
促
進
を
目
的
に
▽
学
生

へ
の
鳥
取
県
内
の
企
業
情
報

や
生
活
情
報
の
周
知
▽
就
職

相
談
会
の
開
催
▽
保
護
者
へ

の
情
報
提
供
｜
｜
な
ど
を
行

う
。
２
０
１
８
年
度
は
学
内

で
の
鳥
取
県
出
前
講
義
、
県

内
企
業
の
若
手
社
員
と
の
交

流
会
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
同
機
構
は
県
か
ら
就
職

支
援
事
業
を
委
託
さ
れ
て
お

り
、
実
施
主
体
と
し
て
各
事

業
を
推
進
す
る
。

　
協
定
式
は
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
平
井
伸
治
鳥

取
県
知
事
、
森
谷
邦
彦
同
機

構
理
事
長
と
佐
々
木
重
人
学

長
が
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
「
鳥
取
県

出
身
の
学
生
が
ふ
る
さ
と
に

戻
る
た
め
の
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
学
生
は
も
と
よ
り

ご
父
母
・
保
護
者
に
も
細
や

か
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き

た
い
」と
述
べ
、平
井
知
事
は

「
専
修
大
学
で
学
ん
だ
人
材

を
鳥
取
県
に
迎
え
る
た
め
相

互
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。
森
谷
理

事
長
も
「
協
定
が
鳥
取
に
若

者
が
回
帰
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
本
学

の
就
職
支
援
協
定
締
結
は
23

自
治
体
と
な
っ
た
。

　
誰
し
も
、
他
人
の
言
動
に
よ
っ
て
不
快

に
感
じ
た
経
験
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
何
を
不
快
に
感
じ
る
の
か
、
価
値
観
や

時
代
的
風
潮
に
よ
っ
て
移
ろ
う
対
象
と
、

変
わ
ら
な
い
対
象
が
あ
り
ま
す
。
変
わ
ら

な
い
対
象
は
、
時
代
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
大
多
数
の
人
が
不
快
と
感

じ
る
言
動
が
周
知
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

一
方
、
か
つ
て
普
通
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
た
言
動
が
、
他
人
を
不
快
に
さ
せ
る
言

動
に
変
化
し
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
場

合
、
意
図
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
軋あ

つ

轢れ
き

が
生
じ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
価
値
観
が
多
様
化
し

た
今
日
、
世
代
間
で
受

け
止
め
方
が
異
な
る
だ

け
で
な
く
、
同
じ
年
代

で
あ
っ
て
も
、
不
快
と

感
じ
る
言
動
の
受
け
止

め
方
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
同
じ
状
況
で
同
じ
言
動
で
あ
っ

て
も
、
信
頼
関
係
が
な
い
人
か
ら
で
は
、

不
快
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

ね
。
さ
ら
に
、
言
葉
だ
け
で
な
く
表
情
や

身
ぶ
り
を
交
え
た
対
面
の
会
話
に
比
べ
、

ス
マ
ホ
の
よ
う
な
文
字
に
頼
る
場
合
、
相

互
の
受
け
止
め
方
に
ズ
レ
が
生
じ
て
し
ま

い
、
不
快
に
感
じ
や
す
い
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
な
い
学
修
環
境
を
作
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
振
る
舞
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
答
え
は
一
人
一
人
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ

う
。

　
私
な
ら
、
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、

ま
ず
は
、
自
分
が
他
人
か
ら
受
け
た
く
な

い
こ
と
は
他
人
に
も
し
な
い
と
い
う
論
語

の
「
恕
（
ジ
ョ
）」
に
あ
る
よ
う
に
、
周

り
へ
の
思
い
や
り
。
同
時
に
、
自
分
と
異

な
る
考
え
方
を
持
つ
他
者
の
言
動
に
耳
を

傾
け
る
寛
容
な
心
持
ち
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
小
林
　
昭
裕
）

思
い
や
り
と
寛
容

　
青
森
県
と
専
修
大
学
と

は
、
２
０
１
６
年
12
月
に
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
に

関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
青
森
県
で
は
、
若
者
の
県

内
定
着
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
の

克
服
に
向
け
て
、
地
域
に
魅

力
あ
る
仕
事
を
つ
く
り
、
多

様
な
雇
用
を
生
み
出
し
、
そ

こ
で
生
ま
れ
た
収
入
を
地
域

の
中
で
循
環
さ
せ
て
い
く

「
経
済
を
回
す
」
と
い
う
視

点
を
重
視
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
、
輝
い
て
暮
ら
し
て
い

け
る
青
森
県
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
本

県
の
豊
か
な
農
林
水
産
資
源

を
活
か
し
た
「
攻
め
の
農
林

水
産
業
」
の
推
進
、
戦
略
的

な
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
、

陸
路
・
海
路
・
空
路
の
多
様

な
交
通
手
段
を
組
み
合
わ
せ

た
「
立
体
観
光
」
に
よ
る
国

内
外
か
ら
の
誘
客
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
の
結
果
、
16
年
の
農
業

産
出
額
は
３
２
２
１
億
円
に

達
し
、
13
年
連
続
で
東
北
ト

ッ
プ
を
堅
持
し
、
新
規
就
農

者
は
12
年
度
か
ら
16
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
１
３
３
０
人

に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

16
年
度
に
創
業
支
援
拠
点
を

利
用
し
て
青
森
県
内
で
創
業

し
た
人
は
、
過
去
最
多
の
１

１
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
17
年
の
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は
約
24
万
人
で

東
北
ト
ッ
プ
と
な
る
な
ど
、

取
り
組
み
の
成
果
が
着
実
に

表
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
成
果
を
若
者
の

県
内
定
着
に
つ
な
げ
て
い
く

上
で
、
専
修
大
学
と
の
協
定

締
結
は
大
変
意
義
深
い
も
の

で
あ
り
、
青
森
県
で
は
、
協

定
に
基
づ
き
就
職
セ
ミ
ナ
ー

へ
職
員
を
派
遣
し
、
学
生
や

保
護
者
の
皆
様
に
青
森
県
内

の
企
業
情
報
な
ど
を
直
接
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
森
県
東
京
事
務

所
内
の
「
あ
お
も
り
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

の
無
料
職
業
相
談
窓
口
開
設

や
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
企
業
情
報

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報

を
紹
介
す
る
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
就
職
支
援
サ
イ
ト
」
の
運

営
も
行
っ
て
い
ま
す
。
就
職

活
動
な
ど
で
青
森
県
を
訪
れ

る
際
の
交
通
費
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
青
森
県
に
は
、
皆
さ
ん
の

夢
を
か
な
え
る
た
め
の
挑
戦

を
受
け
入
れ
る
環
境
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
挑
戦
に
寄

り
添
い
、
多
様
な
働
き
方
・

多
様
な
生
き
方
を
応
援
す
る

人
が
い
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
皆
さ
ん
が
、

青
森
県
で
暮
ら
し
、
夢
を
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

青
森
県
は
夢
を
か
な
え
る
た
め
の

 

挑
戦
を
応
援
し
ま
す
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青森県知事

　
社
会
科
学
研
究
所
（
宮
嵜

晃
臣
所
長
）
は
２
月
に
ベ
ト

ナ
ム
を
訪
問
し
、
協
定
満
了

と
な
る
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学

院
東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
（
フ

ァ
ム
・
ホ
ン
・
タ
イ
所
長
、
ハ

ノ
イ
市
）
と
の
国
際
交
流
組

　
震
災
後
の
住
居
の
確
保
に

問
題
は
な
い
か
。
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
視
点
は
｜
｜
。

社
会
科
学
研
究
所
は
首
都
直

下
地
震
に
備
え
よ
う
と
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
２
月
14

日
、
東
京
・
渋
谷
区
で
開

き
、
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
同
研
究

所
の
佐
藤
慶
一

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
准
教

授
（

政

策

科

学
、

都

市

防

災
）
ら
が
２
０

１
５
年
か
ら
渋

谷
区
の
原
宿
・

表
参
道
地
域
を

中
心
に
進
め
て

鳥
取
県
と
連
携
協
定

県
内
へ
の
就
職
を
促
進

　〈
４
年
次
生
へ
〉
卒
業
後

も
就
職
課
を
利
用
で
き
ま

す
。
就
職
課
窓
口
で
登
録
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
Ｓ-

ｎ

ｅ
ｔ
も
継
続
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
諦
め
ず
に
就
職
活
動

を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
が
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
、
個
別
の
会
社

説
明
会
開
催
や
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
提
出
期
限
が
早
く
な

っ
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え

ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
た
め
に
も
先
手
を
打
つ
こ

と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
26
日
（
月
）、
27
日

（
火
）
に
は
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館
７
階
に
約
１
２

０
社
が
集
ま
り
、
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
「
知
ら
な
い
」
企
業

の
話
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
な
ぜ
な
ら
業
界
内
で
は

有
名
で
あ
っ
た
り
、
高
い
シ

ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
学
内
の
説
明
会
に
来
校

す
る
企
業
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

が
長
く
働
い
て
い
た
り
、
専

修
大
生
を
採
用
し
た
い
と
強

く
考
え
て
い
た
り
し
ま
す
。

一
社
で
も
多
く
説
明
を
聞

き
、
内
定
の
チ
ャ
ン
ス
を
広

げ
て
く
だ
さ
い
。

就
職
課
か
ら

ム
、
四
国
電
線
ベ
ト
ナ
ム
の

３
社
を
訪
ね
、
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
３
号

店
と
な
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ロ

ン
ビ
エ
ン
は
、
郊
外
立
地
で

あ
り
な
が
ら
、「
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
を
担
う
ス
ー
パ

ー
と
し
て
地
域
と
一
つ
と
な

ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
三
進
ベ
ト
ナ
ム
は
、
１
９

９
７
年
に
社
研
が
ベ
ト
ナ
ム

を
初
訪
問
以
来
、
訪
問
先
で

の
仲
介
や
案
内
、
通
訳
な
ど

を
依
頼
し
て
い
る
旅
行
業

者
。
代
表
の
新
妻
東
一
氏
か

ら
ド
イ
モ
イ
政
策
後
の
ベ
ト

ナ
ム
社
会
の
変
化
を
聞
く
と

同
時
に
、
そ
の
過
程
の
ど
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
社
会

科
学
研
究
所
が
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
問
し
て
き
た
の
か
な
ど
を

振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
最
後
に
、
ハ
ナ
ム
省
工
業

団
地
の
中
の
一
企
業
で
11
年

に
設
立
さ
れ
た
四
国
電
線
ベ

ト
ナ
ム
を
訪
問
。
工
場
で

黙
々
と
真
剣
に
働
く
ベ
ト
ナ

ム
人
労
働
者
は
近
隣
に
住
む

人
た
ち
で
平
均
年
齢
30
歳
。

こ
れ
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム
の
勢

い
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
×
日
本
間
の
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
つ
な

が
り
を
実
感
し
た
。
研
究
所

と
し
て
も
ベ
ト
ナ
ム
と
の
協

力
的
関
係
を
今
後
も
真
摯
に

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
た
。（
樋
口
博

美
人
間
科
学
部
教
授
）

き
た
防
災
研
究
の
グ
ル
ー
プ

と
、
災
害
復
興
ま
ち
づ
く
り

支
援
機
構
と
の
共
同
企
画
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
被
災

地
で
復
興
支
援
に
携
わ
っ
た

専
門
家
、
研
究
者
や
企
業
、

自
治
体
な
ど
が
報
告
や
提
言

を
行
っ
た
。

　
佐
藤
准
教
授
は
、
首
都
直

下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

自
治
体
が
用
意
で
き
る
仮
設

住
宅
や
賃
貸
住
宅
に
つ
い

て
、
地
震
被
害
な
ど
を
考
慮

し
て
綿
密
に
試
算
。
火
事
の

被
害
が
少
な
い
夏
の
昼
間
に

発
生
し
た
場
合
で
も
、
都
内

23
区
の
う
ち
12
区
で
約
13
万

世
帯
の
住
ま
い
が
不
足
し
、

仮
住
ま
い
広
域
化
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。「
仮

設
住
宅
を
ど
こ
に
建
て
ら
れ

る
の
か
、
空
い
て
い
る
賃
貸

住
宅
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。
こ
う
し
た
情
報
を
地
域

の
方
と
共
有
し
て
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
対
応
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　
さ
ら
に
「
仮
設
ま
ち
づ
く

り
」
や
仮
設
住
宅
の
新
し
い

取
り
組
み
、
海
外
の
仮
設
住

宅
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
都

市
の
復
興
や
住
宅
再
建
に
は

時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

市
街
地
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
な
ど
の
意

見
も
出
た
。
日
本
災
害
復
興

学
会
長
の
大
矢
根
淳
人
間
科

学
部
教
授
（
災
害
社
会
学
）

が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く

く
っ
た
。
佐
藤
准
教
授
は

「
未
来
の
仮
設
住
宅
と
い
う

テ
ー
マ
で
関
係
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
り
計
画
や
制
度

の
研
究
を
行
い
、
建
築
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
実

践
的
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

仮
設
住
宅
の
試
算
を
報
告
し
た
佐
藤
准
教
授

首
都
直
下
地
震
に
備
え
る

社
会
科
学
研 

渋
谷
で
シ
ン
ポ

社会科学研究所と東北アジア研究所のメンバー

組織間協定を更新
社会科学研がハノイ訪問

協定を締結し、固く握手を交わす平井知事、

佐々木学長、森谷理事長（右から）




